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西岩手山の１９９９～２０００年の噴気活動

Fumarolic activity in West Iwate volcano from 1999 to 2000.
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１９９８年３月以降、岩手山では火山性地震が多発した。１９９９年になって、岩手山西側での地震は減少し

たが、表面現象が活発化した。その範囲は、岩手山西側の、大地獄谷から黒倉山・姥倉山に至る、東西約２ｋｍ・

南北約５００ｍの区域である。

　大地獄谷では、谷の稜線を越える高さ数１０ｍ以上の強い噴気がしばしば立ち上っている。黒倉山山頂の噴

気は、常に数１０ｍ以上、間欠的に１００ｍ以上に立ち上っている。また、黒倉山から姥倉山に至る南北斜面や稜

線部には、１００箇所以上の新しい噴気孔があらわれた。西岩手山では水蒸気爆発の可能性が指摘され、監視が強

化されている。

１９９８年春以降、火山性地震が頻発した岩手山では、１９９９年春以降に、岩手山西側（大地獄谷～黒倉山

～姥倉山）において、噴気量の増加、新噴気孔の出現、笹枯れ区域の拡大といった表面現象が観測されるようになっ

た。同秋以降にもその傾向は右肩上がりで継続している。

　その主なものは、①大地獄谷の噴気量の増加、②黒倉山山頂の噴気量の増加、③黒倉山～姥倉山稜線部およ

び北斜面の噴気孔の増加、などであるが、さらに、④大地獄谷西小沢での噴気孔・噴気量の増加、⑤黒倉山崖面で

の噴気、⑥黒倉山裸地～姥倉山一帯での噴気孔の増加、などが観測されている。すなわち、大地獄谷から姥倉山に

かけて、東西約２ｋｍ、幅約５００ｍの範囲で噴気活動がさらに活発化しつつある。特に、黒倉山山頂の噴気は北

山麓の松尾村の他、南山麓の雫石町からも目視できる状況にある。

　監視は、松尾村柏台の土井宅や下倉スキ－場に設置されている報道機関の監視カメラの映像などに基づいて

行っている。関係者の情報を出来るだけ共有するため、噴気の高さや強さなどをもとに、噴気のランク付けを行っ

ている。

　主な表面現象は以下の通りである。

１、黒倉山山頂での噴気量の増加

　１９９９年１０月以降も、噴気は連日ランク３（高さ３０～４０ｍ）以上で、１１月２１日には、山頂部お

よび東側崖面全体から強く噴気しているランク７が観測された。１１月以降はランク５（高さ１００ｍ程度）以上

の日が多く、山頂および東側崖面から太い帯状あるいは柱状に噴気するようになっている。変化は断続的ではある

ものの、高いレベルは従前より長時間継続する傾向がある。

２、大地獄谷での噴気量の増加

　大地獄谷では、噴気が谷の稜線近くまで立ち上る場合も散見されたが、１９９９年１２月以降は稜線越えが

しばしば観測される。２０００年１月１９日以降は、連続的に観察していることもあり、連日ランク５（大地獄谷

の稜線程度の高さ）以上となっている。噴気孔周辺の雪は飛散した硫黄で黄色く着色している。

３、姥倉山～黒倉山稜線部および北斜面での新噴気孔の増加と噴気量の増大

　１００箇所以上の噴気孔から断続的に噴気している。２ｍ以上の積雪があるが、断層に沿って雪の解けた孔

が連なって分布しており、それらの孔から断続的に噴気が立ち上っている。北斜面の噴気孔は、東は黒倉山の裸地

につながり、西は姥倉山の斜面まで範囲が拡大している。稜線部および南斜面でも断続的に強く噴気している。

４、大地獄谷西小沢での笹枯れ

　１９９９年８月に弱い噴気が確認された西小沢１号は同１１月１１日に笹枯れの範囲が拡大し噴気も数本と

なり、同１２月５日・２０００年１月１９日には２０ｍ以上高く噴き上げているのが確認された。西小沢上流の熱

水噴出地点でも噴気が確認されている。西岩手山では、水蒸気爆発の可能性が指摘されており、今後とも表面現象

の変化を注意深く監視を続けたいと考えている。


